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「ホネホネさん!ホネホネさん!」と、くりたちが声をそろえます。くりの帰りの集まりで

の私へのコールです。どうやら恵理さんには「バンビろばう!」コールが掛かるとか。そこに

は、くりたちの「○○ (スタッフ)には、この本を読んでほしい!」という絵本に向き合う、

一致団結した気持ちが存在しているようです。誰からともなく発せられた声に、どんどん声が

積み重なっていきます。この時、もしかしたら、そこまで絵本に心が向かない子がいたかもし

れません。でも、その場にいることで、一緒に声を出して叫んでしまいたくなるのでしょう・・‥

みんなが笑っています。私も嬉しくなりました。

先日の森でのちょこミックもそうでした。室内では、子どもたちの出す足音や手拍子が響き、

大きい音や小さい音、リズムのちがいがよく聴き取れます。ところが森では、音がやわらかく

散っていきますから、音の判別が難しい。そこで、まつぽっくりたちに「お部屋の中は、クー

くん(四分音符)の手拍子や足踏みの音がよく聞こえるから、すぐにクーくんだってわかるよ

ね。けれど、今日は森の中だから、ちょっとわかりにくいかな。どうやって動いたらクーくん

が歩いているってわかるかなあ?ティティちゃん(八分音符)の時はどう?」と尋ねてみまし

た。言葉で答えるにはなかなか難しい質問です。すると、思惟くんが堂々と立ち上がり、カラ

グをいっぱいに伸ばしながら「こうやってへ」と教えてくれます。すぐに、思惟くんの想いが

みんなに伝わります。みんながマネをし始めたのです。派手に大きく動いたり、とっても小さ

く動いたり。ひとりひとりがどんなことを感じて動いていたのでしょう。みんな違う動きをし

ているのに、その空間はひとつにまとまって見えました。

おおくりのちょこミックでは、森の広さを感じて、一人また一人とどんどん活動範囲を拡げ

ていきます。ふと思いつき、私「今、聞こえる音を感じて、スカーフを動かしてみて!」と投

げかけてみました。 「えー、そんなことできないよへ」なんて誰も言いません。思い思いの色の

スカーフを手に取って表現し始めます。一枚では表現しきれず? 「二枚使っていい?」と子ど

もたち。色選びにもそれぞれの想いが見られます。そして、次々にスカーフが舞い始めました。

動きは勿論みんな同じではありません。感じ方が違いますから。どんな表現も○なのです。そ

こには心地好い雰囲気と豊かな面白い空間が出来上がっていました。

森に存在する音がコミュニケーションツールとなって、子どもたちを動かし、子どもたち同

士を繋げてくれていることを実感する日々です。もちろん、室内での活動も大事にしたい。響

きの異なる場で活動すること雪子どもたちは、作り出す音や声の世界を拡げていきます。ま

た、子どもたちの様子を見ていると、遊びながら自分で作り出す音や声を感受することは、そ

の次の行為や表現、人間関係つくりにも繋がっていっているように思えました。ぴっぴの日常

に、時々、子どもの興味関心をひく非日常(室内という場や楽器など)を取り入れながら、こ

の環境の中でみんなが心地好くまとまる・ ‥ちょこミックの時間を通して、私はそんな一翼

を担っていけているといいな。ぴっぴでの一歩を踏み出した5年前には考えられなかった今の

私。でこぼこ道を七転び八起きでなんとか歩いてきたから存在する今の私。夢の中の出来事の

ように、ここには転んでも笑って助けてくれるみんながいる。最幸です。 :超子
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